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概要 特徴

ユースケース

今後の展開

関連リンク

晴眼者では、脳の視覚野は網膜から⼊⼒される視覚情報の処理を⾏います。
ところが、我々は、視覚⼊⼒を失った視覚障がい者の視覚野が、運動制御に
関与するように再組織化されていることを明らかにしました。

・視覚障がい者を対象にした神経⾏動学研究
・経頭蓋磁気刺激(TMS)で運動中の視覚野を刺激
・視覚脱失によって視覚野が運動機能を担うように再

組織化されることを⽰した最初の研究

・脳の可塑性メカニズムの理解

・視覚に頼らない運動制御メカニズムの理解

・視覚経験の影響（後天盲と先天盲の違い）
・視覚障がい者の空間認知メカニズムの解明
・視覚障がい者のための認知運動訓練システムの開発

・未来ICT研究所
・脳情報通信融合研究センター
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【お問合せ先】未来ICT研究所 脳情報通信融合研究センター 脳情報通信融合研究室
主任研究員 池上 剛
Mail︓ikegami@nict.go.jp

・発表者紹介ページ
・本研究の論⽂情報

• 視覚野の再組織化

(Marabet & Pascual-Leone, 2010)

• 実験⽅法

視覚障がい者︓
n=12, 19-40yrs
全員後天盲
※６名はブラインド
サッカー選⼿

晴眼者:
n=12, 20-39yrs

• 結果

運動課題︓
両⾜⾸の伸屈運動（60秒/試⾏,1Hz）

(Rogasch et al, 2013)

• 経頭蓋磁気刺激
(TMS)

視覚障がい者の視覚野へTMS

⾜運動が乱された
※ 晴眼者は影響なし

• 結論
視覚脱失により、視覚野は運動制
御に関与するように再組織される

視覚野

Question
運動制御に

関与するのか︖

論拠
脳部位Xへの刺激が
機能Yに影響する

脳部位Xは機能Yに
関与する

https://www2.nict.go.jp/advanced_ict/
https://cinet.jp/japanese/
https://cinet.jp/japanese/people/2014482
https://www.biorxiv.org/content/10.1101/2021.08.03.454870v5
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